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(57)【要約】
【課題】液体を含む内容物を充填包装する場合において
、ヒートシール部分に悪影響を及ぼす液体が実質的に残
留しないようにする。
【解決手段】
充填包装機において、筒状体を挟持するためにその一面
を加圧する加圧ローラーと、上記加圧力を受け止めるた
めに筒状体の他面に配置され、内部にヒーターを備えた
受け止め部材と、加圧ローラーを前後方向及び上下方向
へ移動可能に設けるために、加圧アームの先端に加圧ロ
ーラーを取り付けるとともに、加圧ローラーを前進方向
へ付勢する弾性体を装備し、上記加圧アームには、所定
長さを有する支持軸を一体として回転可能に接続し、そ
の加圧アームの基端部の中心と受け止め部材の中心部を
結ぶ中心線の片側に上記加圧アーム及び支持軸を配置し
、加圧アームの前進により弾性体が受け止め部材の反力
を受けて圧縮され、加圧ローラーが中心線の片側から他
側へ移動して筒状体をしごくようにする。
【選択図】　　　　　図３



(2) JP 2009-91002 A 2009.4.30

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
連続的に供給されるシート材の両側を接着して筒状体を形成し、その筒状体に対する横方
向のシールと筒状体内部への液体を含む内容物の充填を繰り返すとともに、シール部分に
てカットし内容物が充填された製品を製造する充填包装機において、
筒状体を挟持するために当該筒状体の一面を加圧する加圧ローラーと、その加圧力を受け
止めるために筒状体の他面に配置され、内部にヒーターを備えた受け止め部材を具備し、
上記加圧ローラーを前後方向及び上下方向へ移動可能に設けるために、基端部にて機体に
装備された部材に取り付けられている加圧アームの先端に加圧ローラーを取り付けるとと
もに、加圧ローラーを前進方向へ付勢する弾性体を装備し、
上記加圧アームには、所定長さを有し基端部にて機体に軸支された支持軸を一体として回
転可能に先端部にて接続し、その加圧アームの基端部の中心と受け止め部材の中心部を結
ぶ中心線の片側に上記加圧アーム及び支持軸を配置し、
機体に装備した駆動機構により加圧アームを前進可能に設け、加圧アームの前進により、
加圧ローラーを付勢している弾性体が受け止め部材からの反力を受けて圧縮されたときに
加圧アームの基端部との距離が収縮し、加圧ローラーが中心線の片側から他側へ移動して
筒状体をしごくように構成された
充填包装機における液排除シール装置。
【請求項２】
支持軸は所定長さを有し、その長さは一つの液排除装置において一定であるが、その一定
の長さを得るために長さ調節が可能であるように構成されている請求項１記載の充填包装
機における液排除シール装置。
【請求項３】
機体に装備される駆動機構として、加圧アーム及び受け止め部材の前進後退方向へ移動可
能かつ平行に設けられた少なくとも一対のガイドシャフトと、上記ガイドシャフトの一端
に、ガイドシャフトに沿って移動可能に設けられた第１ガイドプレートと、上記ガイドシ
ャフトの他端に、同様に移動可能に設けられた第２ガイドプレートと、上記ガイドシャフ
トと直交するように第２ガイドプレート寄りの位置に設置されたカム軸と、上記カム軸に
設けられたローラー用カムと接触してガイドシャフトを前進させるカムフォロワーと、上
記カム軸に設けられた受け止め部材用カムと接触して受け止め部材との連絡軸を前進させ
るカムフォロワーとを具備し、第１ガイドプレートに加圧ローラーを取り付ける一方、上
記連絡軸に受け止め部材を直接又は部材を介して受け止め部材を取り付けて構成された請
求項１記載の充填包装機における液排除シール装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連続供給されるシート材から筒状体を形成し、その筒状体に対して横方向の
シールと筒状体内部への液体を含む内容物の充填を繰り返すとともに、シール部分にて分
断し内容物が充填された製品を製造する充填包装機において、液体の浸出を防止してシー
ルを行なうための液排除シール装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の先行技術には、本発明者の発明に係るシール装置の発明があり、それらの内、
例えば特公平７－７１９６４号は液体を含む内容物を充填包装する場合に、シール部分か
ら液体を効果的に排除することができ、発泡現象を生じさせない、という目的を有してい
る。また、特公平８－５８１号のものは、液体を含む内容物の充填包装が清潔かつ衛生的
に行われ、カット手段を汚さず切れ味を良好に保つことができるという効果を期待するこ
とができる。
【０００３】
　一方この種の装置では図２に示されているように、連続的に供給されるシート材Ｓ１の
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両側を接着して筒状体Ｓ２を形成し、その筒状体に対して横方向のシールと筒状体内部へ
の内容物の充填を繰り返し、シール部分にて切断し内容物が充填された最終製品を製造す
る。その際に問題となるのは、送りローラー１６によって密着状態にある筒状体Ｓ３の両
面のシート材の間に毛細管現象によって僅かながらも液体が残留することに伴う問題であ
る。毛細管現象は一般に糊のように粘性の高いものでは起き難く、麺つゆのように粘性の
低いもので多く見られるが、間に液体が残留しているシート材の部分にヒートシールを行
なうと、閉じ込められている液体が水蒸気となって膨張し、発泡状態を生じたり、シール
部分が剥れたりするという現象を生じる。
【０００４】
　具体的には図９に示された充填包装製品の左右の部位ａ、縦シール部分ｂ及び横シール
部分ｃに上記の問題が生じる。そのために図１０Ａに示したような線状シール面ｄを有す
る受け止め部材ｅを使用し加圧部材ｈとの間にてヒートシールするに当たり、予め残留液
の影響を予測して線状シール形状とし、残留液が水蒸気化しても線状シール部分の容量に
よって圧力の緩和を図りシール剥れを防止し、シール強度を保つ工夫がなされている。と
ころがこの構造では、濃色の内容物の場合線状シール間の残留液が鮮明に見られ、商品価
値を低下させることがある。また、図１０Ｂに示したように凸状シール面ｆを有する受け
止め部材ｇを使用した場合には、残留液が水蒸気化してシール剥れを生じ易くなる。この
ような問題が発生した後では、残留液が滲み出して腐敗や臭気などの問題を起こす恐れが
あるので、加熱殺菌したり、洗い落としたりする作業すら必要になり、大変厄介である。
【０００５】
【特許文献１】特公平７－７１９６４号
【特許文献２】特公平８－５８１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は前記の点に着目してなされたもので、その課題は、液体を含む内容物を充填包
装する場合において、ヒートシール部分に悪影響を及ぼす液体が実質的に残留しないよう
にした液排除シール装置を提供することである。また、本発明の他の課題は、充填包装に
おけるヒートシール部分に強力な横シールが形成できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記の課題を解決するため、本発明は、連続的に供給されるシート材の両側を接着して
筒状体を形成し、その筒状体に対する横方向のシールと筒状体内部への液体を含む内容物
の充填を繰り返すとともに、シール部分にてカットし内容物が充填された製品を製造する
充填包装機において、
筒状体を挟持するために当該筒状体の一面を加圧する加圧ローラーと、その加圧力を受け
止めるために筒状体の他面に配置され、内部にヒーターを備えた受け止め部材を具備し、
上記加圧ローラーを前後方向及び上下方向へ移動可能に設けるために、基端部にて機体に
取り付けられている加圧アームの先端に加圧ローラーを取り付けるとともに、加圧ローラ
ーを前進方向へ付勢する弾性体を装備し、
上記加圧アームには、所定長さを有し基端部にて機体に軸支された支持軸を一体として回
転可能に先端部にて接続し、その加圧アームの基端部の中心と受け止め部材の中心部を結
ぶ中心線の片側に上記加圧アーム及び支持軸を配置し、
機体に装備した駆動機構により加圧アームを前進可能に設け、加圧アームの前進により、
加圧ローラーを付勢している弾性体が受け止め部材からの反力を受けて圧縮されたときに
加圧アームの基端部との距離が収縮し、加圧ローラーが中心線の片側から他側へ移動して
筒状体をしごくように構成するという手段を講じたものである（請求項１記載の発明）。
【０００８】
　本発明を適用する充填包装機は、連続的に供給されるシート材の両側を接着し、つまり
縦方向のシールを行って筒状体を形成し、その筒状体に対する横方向のシールと筒状体内
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部への液体を含む内容物の充填を繰り返して行ない、最後に横シール部分にてカットを行
なうもので、現状の充填包装機と基本的に同様の構成を有している。この充填包装機は液
体を含む内容物を充填するものであり、本発明の液排除シール装置は、そのために液体の
残留が不可避であった問題を解決するものである。充填対象の内容物としては、前述した
ように粘性の高い糊状の物体から麺つゆのように粘性の低い物体までのあらゆる液状のも
の及び液体と固体の混合している物体などを含む。
【０００９】
　本発明の装置は、上記筒状体を挟持するために当該筒状体の一面を加圧する加圧ローラ
ーと、その加圧力を受け止めるために筒状体の他面に配置され、内部にヒーターを備えた
受け止め部材を具備する。上記加圧ローラーは、強力な加圧力により筒状体のシート材同
士を密着させるために、必要十分な硬度を有する物質、例えば厚過ぎないシリコンゴムを
被覆した剛体から成るローラーを使用し、受け止め部材も同様の目的から必要十分な硬度
を有する物質によって加圧ローラーの強力な加圧力を受け止める面を形成する。本発明の
装置は、シート材間に残存する液体分をほぼ無視できる程度の極少量にまで排除するため
に、加圧ローラーと受け止め部材により加圧力を筒状体のシート材に加えてしごき、目的
を達成するものであり、従って加圧ローラーと受け止め部材はシート材に損傷を及ぼさな
い程度の硬度を有し、かつ密着可能な形態を有している必要がある。
【００１０】
　本発明の装置では、筒状体のシート材に強い加圧力を加えてしごくために、加圧ローラ
ーを前後方向及び上下方向へ移動可能に設ける。さらに、基端部にて機体に装備された部
材に取り付けられている加圧アームの先端に加圧ローラーを取り付けるとともに、加圧ロ
ーラーを前進方向へ付勢する弾性体を装備する。加圧ローラーを前後方向へ移動可能に設
けることにより、筒状体を受け止め部材との間にて従来と同程度の強度にまで加圧し、さ
らに、上下方向へ移動可能に設けることにより、従来の程度を超える高強度の加圧を実現
するとともに、その高強度の加圧力で弾性体をしごき、密着度を一段と向上させるもので
ある。従って弾性体は強力な加圧力に寄与する要素であり、加圧力を緩和するものではな
い。
【００１１】
　上記加圧アームには、所定長さを有し基端部にて機体に軸支された支持軸を一体として
回転可能に先端部にて接続し、その加圧アームの基端部と受け止め部材の中心部を結ぶ中
心線の片側に上記加圧アーム及び支持軸を配置する。この支持軸は、前後方向へ移動可能
であることにより長さが変化することになる加圧アームの長さに対して、一定の長さを有
している。支持軸の長さは、加圧アームの長さが変化したときに回転モーメントを生じて
後述の回転を生じさせる条件となる。支持軸は所定長さを有し、その長さは一つの液排除
装置において一定であるが、その一定の長さを変更するために長さ調節が可能であるよう
な構造を備えることができる（請求項２記載の発明）。
【００１２】
　機体は駆動機構を装備し、それにより加圧アームを前進可能に設け、加圧アームの前進
により、加圧ローラーを付勢している弾性体が受け止め部材からの反力を受けて圧縮され
たときに加圧アームの基端部との距離が収縮し、加圧ローラーが中心線の片側から他側へ
移動し、その動作にて筒状体を上下方向へしごくように構成されている。このしごきによ
る加圧力は、加圧アームが前進する結果、弾性体が圧縮することに伴って収縮することに
よるので、非常に強力であり、液体は事実上残存できないかそれに近い極微少量になり、
加熱されても問題となる蒸気発生などは起こらない。加圧アームの前進とともに、受け止
め部材も前進し、筒状体を相互に挟み付ける動作を行なうものであることが望ましい。
【００１３】
　加圧アーム及び受け止め部材を駆動するためには、各種の機構装置を使用することがで
きる。機体に装備する駆動機構の一例としては、加圧アーム及び受け止め部材の前進後退
方向へ移動可能かつ平行に設けられた少なくとも一対のガイドシャフトと、上記ガイドシ
ャフトの一端に、ガイドシャフトに沿って移動可能に設けられた第１ガイドプレートと、
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上記ガイドシャフトの他端に、同様に移動可能に設けられた第２ガイドプレートと、上記
ガイドシャフトと直交するように第２ガイドプレート寄りの位置に設置されたカム軸と、
上記カム軸に設けられたローラー用カムと接触してガイドシャフトを前進させるカムフォ
ロワーと、上記カム軸に設けられた受け止め部材用カムと接触して受け止め部材との連絡
軸を前進させるカムフォロワーとを具備し、第１ガイドプレートに加圧ローラーを取り付
ける一方、上記連絡軸に受け止め部材を直接又は部材を介して受け止め部材を取り付けて
構成したものを適用することができる（請求項３記載の発明）。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は以上のように構成されかつ作用するものであるから、液体を含む内容物を筒状
体に充填包装する場合において、筒状体を受け止め部材との間にて従来と同程度の強度に
加圧した上、さらに加圧ローラーを上下方向へ移動可能に設けることにより、従来の程度
を超える高強度の加圧を実現するとともに、その高強度の加圧力で弾性体をしごき、密着
度を一段と向上させ、ヒートシール部分に悪影響を及ぼす液体が実質的に残留しないよう
にすることができる。また、本発明によれば、充填包装におけるヒートシール部分として
強力な横シールを形成できるので、より完全に近く安全性の優れた充填包装による製品を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下図示の実施形態を参照し、本発明に係る充填包装機における液排除シール装置につ
いて、より詳細に説明する。図１は本発明の対象である充填包装機１０の外観を示してお
り、その基本的構成は図２に示されている。図において、１１はシート材Ｓ１を連続的に
供給するためのシートロール、１２は襟首型の整形板を示しており、シート材を折り返し
て、内部に配置された筒型の整形体１３に巻き付けるように誘導する。１４はシート材Ｓ
１の供給方向の両側をヒートシールにより接着して筒状体Ｓ２を形成する縦シール装置、
１５は注入管を示しており、注入管１５は筒型の整形体１３の内部に配置され筒状体内に
内容物を充填する。
【００１６】
　充填包装機１０は図２に示すように、成型された筒状体Ｓ２を送りローラー１６、１７
とその直ぐ下方にて筒状体の両側に配置された規制板１８、１９により、製品一袋分の内
容量を規制しながら下方へ送るように構成されている。すなわち、下方の横シール部Ｈに
て横方向のシールがなされるとそのシール部分を次の製品の底として筒状体Ｓ２の内部に
内容物を充填し、その後、製品一袋分を送り次の横方向シールをするが、その際、規制板
１８、１９により内容物を上方へ押し上げながら、液体が充填されている部分に対して送
りローラー１６、１７により筒状体Ｓ２を加圧し、筒状体Ｓ２の構成シート材がほぼ密着
した扁平状態を作り、この扁平筒状体Ｓ３に対して横シールをするものである。
【００１７】
　横シール部Ｈには、そこへ送られてくる筒状体Ｓ２の横方向、つまり供給方向に対して
ほぼ直交する方向へのヒートシールを実施するために、以下に説明する液排除シール装置
２０が設けられている。液排除シール装置２０は、扁平筒状体Ｓ３を挟持するために当該
筒状体Ｓ３の一面を加圧する加圧ローラー２１と、その加圧力を受け止めるため扁平筒状
体Ｓ３の他面に配置された受け止め部材２２を具備している。加圧ローラー２１は扁平筒
状体Ｓ３の横幅を超える程度の長さを有し、かつまた強力な加圧力により扁平筒状体Ｓ３
のシート材同士を完全に密着させるために、シリコンゴムを被覆した剛体から成るローラ
ーを使用して構成されている。受け止め部材２２は上記と同様の目的のために加圧ローラ
ー２１と同程度の長さを有しており、かつ内部に横方向のヒートシールのためのヒーター
２３を備えている。
【００１８】
　上記加圧ローラー２１を前後方向及び上下方向へ移動可能に設けるために、加圧ローラ
ー２１は、基端部２４ａにて機体に装備された部材に取り付けられている加圧アーム２４
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の先端に回転可能に軸支され、かつ弾性体２５により前進方向へ付勢されている。例示さ
れている弾性体２５は圧縮状態で加圧アーム２４に巻装されている。上記加圧アーム２４
には、所定長さを有し基端部２６ａにて機体に装備された部材に軸支された支持軸２６を
一体として回転可能に先端部材２６ｂにて接続し、加圧アーム２４の基端部２４ａの中心
と受け止め部材２２の中心部を結ぶ中心線ＣＬの片側に上記加圧アーム２４及び支持軸２
６を配置している。
【００１９】
　例示された加圧アーム２４は、基端受け部２４ｃと弾性体２５の間に、自在継手２７を
構成する球面部材２７ａを有しており、機体に装備された部材２８には球面継手２７ｂを
設けているので、加圧ローラー２１は前進後退方向へ移動可能及び上下方向へ回転移動可
能に設けられていることになる。支持軸２６は先端部材２６ｂと軸２６ｃにより接続され
ており、またターンバックルより成る長さ調節部材２６ｄを備えている。
【００２０】
　上記の加圧ローラー２１を有する加圧アーム２４及び支持軸２６は図４に示す関係によ
って機体に装備された部材２８に取り付けられ、また受け止め部材２２に接触するように
構成されている。図４中の実線は、加圧ローラー２１が受け止め部材２２を加圧し、従来
とほぼ同様の加圧力を扁平筒状体Ｓ３に対して加えている状態を示しており、また二点鎖
線は、機体に装備された部材２８の前進による弾性体２５の圧縮状態を示している。加圧
アーム２４の後退に伴ってそのモーメントアーム長さが支持軸側のモーメントアームを著
しく下回ることになるその結果、加圧ローラー２１が下方から上方へ移動し、弾性体２５
の付勢力を受けながら受け止め部材２２を距離Ｒに亘ってしごくこととなる。
【００２１】
　上記の加圧アーム２４を前進可能に設けるために機体に装備する駆動機構には様々なも
のがあるので、その一例を図５、図６に示す。例示した駆動機構３０は機体に装備される
部材として、加圧アーム２４及び受け止め部材２２の前進後退方向へ移動可能かつ平行に
設けられた少なくとも一対のガイドシャフト２９、２９と、上記ガイドシャフト２９、２
９の一端に、ガイドシャフト２９、２９に沿って移動可能に設けられた第１ガイドプレー
ト３１と、上記ガイドプレート３１の他端に同様に移動可能に設けられた第２ガイドプレ
ート３２とを備えている。第１ガイドプレート３１と第２ガイドプレート３２は、前記の
機体に装備された部材２８と考えて良い。
【００２２】
　さらに上記ガイドシャフト２９と直交するように、第２ガイドプレート寄りの位置にカ
ム軸３３と、それと平行な前後２本の軸３４ａ、３４ｂが設置されている。２本の軸３４
ａ、３４ｂにはレバー３４ｃ、３４ｄが揺動可能に取り付けられガイドシャフト２９及び
受け止め部材側に連絡している。カム軸３３には加圧ローラー用カム３５が設けられてお
り、加圧ローラー用カム３５と接触してガイドシャフト２９を前進させるカムフォロワー
３６が第２ガイドプレート３２側に設けられている。なお第１ガイドプレート３１は弾性
体２５の付勢力によって後退する。またカム軸３３には受け止め部材用カム３７が設けら
れており、受け止め部材用カム３７と接触して受け止め部材２２との連絡軸３８を前進さ
せるカムフォロワー３９が連絡軸３８側に設けられている。加圧ローラー用カム３５と受
け止め部材用カム３７は、相互に扁平筒状体Ｓ３に向かって前進するように１８０度に近
い位相差を持っており、さらに加圧ローラー用カム３５は１工程の最後にて第１ガイドプ
レート３１を前進させるカム形状を有している。なお第１ガイドプレート３１には前述の
如く加圧ローラー２１が取り付けられ、一方、上記連絡軸３８には受け止め部材２２が部
材を介して取り付けられている。
【００２３】
　横シール部Ｈの直下には、扁平筒状体Ｓ３をシール部分にてカットする切断部Ｋが設け
られている。なお、扁平筒状体Ｓ３は、内容物を充填した充填製品Ｓ４となり、次いで横
シール部Ｈに置いて横シールされた連続製品Ｓ５となり（図７Ａ）、最終的に個々の製品
Ｓ６に切り離されることになる（図８Ａ）。切断部Ｋは、切刃４０と刃受け４１を有し、
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切刃４０と刃受け４１は、横シール部Ｈにおいて形成された本発明による横シール部にお
いて前進後退動作を行う。この切刃４０と刃受け４１の前進後退動作は、横シール部Ｈに
おけるのと同様な駆動装置によって行なわれる。
【００２４】
　このように構成された本発明の装置２０を適用した充填包装機１０おいて、構成シート
材がほぼ密着した扁平状態を作っている扁平筒状体Ｓ３が、加圧ローラー２１と受け止め
部材２２の間に移動して来ると（図６Ａ、図７Ａ）、図示していない制御装置により本発
明の装置２０が起動し、加圧ローラー用カム３５と受け止め部材用カム３７が回転して、
加圧ローラー２１と受け止め部材２２が接近して扁平筒状体Ｓ３を密着状態とする（図６
Ｂ、図７Ｂ）。この密着状態は背景技術において説明したレベルであり、シート材の間に
毛細管現象によって僅かながらも液体が残留することは避けられない。本発明の装置２０
では、この段階よりさらに加圧ローラー用カム３５が回転することにより、図３に詳細に
説明しまた図６Ｃ、図８Ａに示すように、第１ガイドプレート３１が距離Ｌだけ前進し、
それによって加圧アーム２４が圧縮することに伴い、加圧ローラー２１が下方から上方へ
移動し、弾性体２５の付勢力を受けながら受け止め部材２２との間で挟持している扁平筒
状体Ｓ３を距離Ｒに亘ってしごくこととなる。
【００２５】
　その結果、本発明の装置２０によりしごかれた部分では残留していた液体がほぼ完全に
排除され、扁平筒状体Ｓ３を構成しているシート材同士が直接接触する状態になる。この
ように高度の密着状態を得るしごき工程において、本発明の装置２０を構成している受け
止め部材２２が発熱し、上記シート材同士をヒートシールすることとなる。本発明の装置
２０によりヒートシールされたシール部分において、シート材の間では液体が排除されて
いるので、着色液体であっても外部に観察されず、商品価値を下げることがなく、次工程
において切断し（図８Ｂ）、ヒートシール部分の切断面が露出されても、残留液が滲み出
したり、洗い落としたりする必要もないし、加熱されても膨張することはない。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明において、筒状体に充填包装する液体を含む内容物としては、前述した糊のよう
に粘性の高いものから、麺つゆのように粘性の低いものまで、或いは食品から工業用原料
までの、あらゆる物品が対象になる。また、液体と固体も混合物については、例えば蒟蒻
のように大きく、柔軟であるが壊れにくいものから、例えばスープのように柔らかくつぶ
れやすい具を含むものなど、様々なものがあるが、本発明によればこれまでは難しいとさ
れていた物品を含むものでも包装対象とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る液排除シール装置を適用した充填包装機の例を示す側面説明図であ
る。
【図２】同上の機器、装置による工程を示す説明図である。
【図３】同じく本発明に係る液排除シール装置の工程を示すもので、Ａは加圧前の状態、
Ｂは加圧時の状態、Ｃはしごき状態の各説明図である。
【図４】本発明の装置における加圧ローラー、加圧アーム及び支持軸の関係を示す機構図
である。
【図５】本発明の装置における駆動機構の例を示す説明図である。
【図６】駆動機構を含む本発明の装置の作動を示すもので、Ａは加圧前の状態、Ｂは加圧
時の状態、Ｃはしごき状態の各説明図である。
【図７】同じく本発明の装置の作動と製品の関係を示すもので、Ａは加圧前の状態、Ｂは
加圧時の状態の各説明図である。
【図８】図７に続くもので、Ａはしごき状態、Ｂは切断状態の各説明図である。
【図９】従来の充填包装製品に生じた問題の説明図である。
【図１０】加圧部材に対する従来の受け止め部材を示すもので、Ａは線状シール面を有す
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ある。
【符号の説明】
【００２８】
　１０　充填包装機
　１１　シートロール
　１２　襟首型成形板
　１３　筒型成形板
　１４　縦シール装置
　１５　注入管
　１６、１７　送りローラー
　１８、１９　規制板
　２０　液排除シール装置
　２１　加圧ローラー
　２２　受け止め部材
　２３　ヒーター
　２４　加圧アーム
　２５　弾性体
　２６　支持軸
　２７　自在継手
　２８　機体側に装備された部材
　２９　ガイドシャフト
　３０　駆動装置
　３１　第１ガイドプレート
　３２　第２ガイドプレート
　３３　第１カム軸
　３４　第２カム軸
　３５　加圧ローラー用カム
　３６、３９　カムフォロワー
　３７　受け止め部材用カム
　３８　連絡軸
　４０　切刃
　４１　刃受け
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